
立軸

飽和454'6万15.8，/神奈川原3ft塚市綬所発方/編集'dE:磁昔日広報操/ 遺品堅〉17
重量 B15日/ぺ酪，000お〆会設帯書記布(1昔B5):ij)/昭和316pl0J:l3 E窮議軍事郵便糊認可郵檀華麗骨254

関岱 .224:6月号)

" 

平塚の

文化財を端、る

押
し
寄
せ
る
宅
地
造
戚
め
波
を
受
け
て
、
自
然
文
化
財
は
い
ま
や
麟
壊
寸
前

i
i写
真
・
小
高
い
丘
は
広

間
の
五
鍍
ヶ
合
遺
跡
。
い
ま
遺
跡
の
ま
近
か
ま
で
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
は
い
っ
て
江
惑
が
進
め
ら
れ
て
い
る
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『

知

書
上
げ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
が
、
グ
昭

和
盟
十
回
年
度
の
寝
保
全
計
の
決
単

見
込
み
額
没
議
訟
の
時
点
で
一
試
算
し

て
品
に
日
崎
市
民
、
年
成
後
牛
の
反
療
費

白
伸
び
が
鈍
化
し
た
こ
と
に
よ
白
、

財
政
に
余
裕
が
伝
じ
る
こ
と
山
予
測

苦
勺
~
。
こ
の
剰
余
目
別
涼
一
日
充
当
す

る
こ
と
に
よ
U
、
当
初
の
保
険
税
引

き
ト
山
ほ
の
一
十
七
・
一
一
一
J
与
を
一
一

o
h

に

型
c
下
げ
ぎ
と
ド
℃
に
も
り
。

所
摺
割
舌
分
の
一
・
六
を
百
分
自

一
γ
Oに
、
均
等
部
で
は
一
人
年
額

ペ
百
四
十
月
を
為
百
六
十
円
に
!
世

帯
別
平
均
割
一
世
帯
年
積
一
平
五
百

六
十
円
竺
芝
山
田
八
十
円
『
戒
め

だ
aま

た
、
従
来
信
副
年
所
揮
が
地
万

税
阿
国
に
定
め
る
甘
酢
礎
控
除
綴
の
十
一
一

万
間
以
下
の
役
帯
に
つ
い
て
は
六
割

の
閉
鎖
、
寸
十
一
万
円
主
己
λ
る
役
帯

に
つ
い
℃
μ、
革
対
れ
昨
額
に
納
税

詑
務
者
七
p
t
闘
い
た
被
探
険
占
一
人
に
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品
開
和
四
五
・
飲
@
一
日

と
し
は
大
量
発
生
か
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間
帯
家
七
夕
事
長
打
昏
償
金
(
護
軍
情
長
〉
匂

2v単
一
十
嵐
討
を
迎
え
る
多
ま
つ
む
を
二
十
暴
隠

ひ
な
へ
関
係
方
面
と
の
巌
祭
捗
・
盤
婦
に
1

あ
わ
た
だ
し
い
警
毒
見
せ
て
い
る
。
す
で
に
、
二
十
周
岸
記
念
行

事
M
H

七
夕
お
ど
D
H
を
新
作
、
全
市
尚
一
に
披
露
す
る
と
と
も
に
ー
さ
る
爪
自
に
は
松
竹
ス
占
1
・
小
川
ひ
る
み
、
鈴
京

伝
子
さ
ん
を
ミ
ス
七
夕
じ
決
め
た
@
五
日
間
の
ず
ロ
グ
タ
ム
も
ほ
ぼ
か
た
ま
夕
、
六
月
中
骨
か
ら
は
鼠
銑
な
ど
主
欝
釈

に
七
夕
む
す
め
を
〈
り
だ
し
て
事
前
窯
信
む
の
の
だ
し
、
前
景
気
を
あ
お
っ
て
い
る
。

子さん

開
閉
醐
問
中
の
閉
園

遁

中

心

街

セ
タ
お
ど
り
自
習
長
州
場
一
v

郎
、
見
る
よ
り
一
関
〈
よ
b

波

も

し

ぶ

き

の

ゆ

か

た

芸

で

鏑

昏

あ

の

鏑
り
籾
か
す
よ
相
模
擬
七
夕
治
P
Fは
鏑
p
b
m
u

見
志
よ
担
問
削
く
よ
り
踊
る
も
由
花
氷
川
か
ら
招
模
川

七
夕
お
ど
れ
νは
腐
る
も
の
流
れ
る
武
百
え
音
頭
と
る

一
寸
見
る
よ
り
一
一
関
〈
よ
幻
々
キ
与
し
い
た
な
ら
振
袖
モ

腐
る
も
の
可
愛
い
お
初
も
腐
る
だ
る

も
宇
治
ど
り
は
踊
る
も
の
見
芯
よ
り
聞
く
よ
タ

一
一
十
周
犀
の
特
色
芋
フ
ゑ
じ
た
と
こ
れ
ま
た
一
流
e

七

夕

ま

つ

り

に

来

た

人

は

踊

る

も

り

行
華
の
引
っ
に
H
七
夕
布
ど

p
d
が
筋
陪
の
一
二
日
間
1

庖
道
一
号
線
を
一
緒
に
踊
ら
に
や
帰
れ
な
い
七
夕
お
ど
D
は
踊
る
も
の

ミ

あ

る

。

一

大

パ

レ

ー

ド

オ

る

も

の

。

騎

打

J

ば
や
し
に
の
せ
ら
れ
て
豆
、
見
る
J
D
一
筒
く
よ
白

H
V
新
作
N
七

夕

お

丘

己

主

主

P
E
l市
民

総

出

演

誌

で

浮

か

れ

る

竹

す

踊

る

も

の

ど
P
は
い
ま
ま
で
む
な
重

Dま
く
っ
て
も
ら
お
う
久
実
豊
富
く
よ

D

2

5

は
踊
る
も
の

心
の
掛
橋
天
の
川

今
年
し
ゃ
踊

p
b

均

一

一

一

百

鵠

瞬

静

ま

く

る

溜

り

が

と

吋

い

あ

る

官

V

コ
i
ド

も

率

一

関

野

評

発

掘

中

一

雪

山

い

さ

れ

規
子
づ
れ

輪

開

い

リ

ズ

ιと
張

り

付

け

行

蒼

開

会

話

量

一

一

守

人

事

嘱

摘

す

心

き

ょ

心

開

く

よ

υ

区
割
引
℃
街
讃
お
ど
い
νを
主
体
い
ま
市
内
の
各
品
開
広
や
地
域
の
公
民
じ
れ
ア
お
ど
り
は
廊
。
も
の
踊
む
も
の

要
請
に
パ
レ
ー
ド
で
き
る
も
館
な
戸
支
講
習
虫
干
弱
い
て
い
る
。
一
一
1

見
る
よ
り
h

聞
く
よ
り
J

U

タ
お
ど
が
は
踊
る
も
の

の
で
、
揮
し
く
明
る
い
ふ
ん
い
き
で
な
布
、
七
夕
ま
つ
h
u密
行
議
員
会
錦
や
も
の
占
ぺ
容
ハ
マ
ふ
り
問
、
よ
し
シ

七
夕
ま
つ
主
義
し
ん
モ
も
ら
お
う
喜
朗
問
中
、
乏
の
必
芸

z
p
ヒ

タ

お

古

は

顎

右

の

踊

ゐ

も

の

と
作
わ
れ
た
も
の
。
コ
ン
ク
ー
ル
ゑ
歯
し
て
い
る
の
℃
あ
な
に
か
接
豪
快
な
長
ぽ
七
夕
お
J
Uは
踊
る
も
の

新
作
ρ
七
夕
お
ど
D
N
は
右
本
正
式
全
県
下
の
民
豪
相
ど
D
笈

肝

何

者

の

み

私

は

織

姫

訟

の

姫

平

塚

絵

に

な

る

歌

に

な

る

由
起
作
詩
、
市
川
紹
介
作
曲
で
う
た
な
え
に
ふ
る
っ
て
事
加
し
で
ほ
し
派
手
な
腕
り
の
人
定
七
夕
ま
つ
り
は
召
さ

っ

て

い

る

の

は

都

は

る

み

。

い

と

い

っ

て

い

る

。

惇

い

て

も

ま

れ

て

一

段

ω上初、
b

顔
山
し
て

本
格
的
匪
語
の
こ
の
レ
コ

T
F
2タ
も

ど

り

や

デ

ー

す

る

豆

ωみ
と
れ
て

時
六
月
一
日
か
ら
日
本
コ
口
ム
ピ
一
、
毘
る
よ
hu街

く

よ

た

踊

る

も

の

見

る

よ

り

一

聞

く

J

U

立

ち

ん

ぽ

ヨ

ア

で

嘉

元

中

。

七

夕

お

ロ

し

り

は

競

る

も

の

踊

臼

b
心

見

也

、

4
U
間
同
…
く
よ
り
踊
る
も
の

お
ど
り
わ
指
D
一
付
け
ほ
詰
湖
蘭
水
平
壊
名
物
な
に
が
あ
る
七
夕
お
ど
り
は
問
問
ヘ
Y

昭

七

夕

お

ど

し

υは
腐
る
も
の

ミ
ス
七
夕
の

出i翼・5撃，lj霊童襲演出と解説荒IIJ哲生
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見ている入も思わず力がはいる譲カテヌト。ご捕入は28kgift機描

とんだり、はねた夢
壮年体フヲテスト jこ

奥さんは大飯lJWJ lJ 相
た
』
の
体
刀
は
い
か
に
?
a
成
繍
曹
を
の
ぞ
害
込
む
躍
は
亜
門
剥
が

六
月
七
百
の
日
曜
日
、
中
原
小
苧
校
体

骨
飴
U1
粒
昨
部
力
一
ア
久
ト
大
会
の
皆
様

者
取
材
レ
た
i

日
曜
宣
な
の
で
、
A
M
祉
を
お
初
み
の
C

主
人
た
ち
が
お
お
ぜ
い
廊
下
た
め
し
に
や
っ

τ
3
G
mと
恩
つ
で
い
た
ら
、
ナ
ン
ト
、

渡
b
き
っ
て
や
っ

τqる
の
μ
Fざ
ん
カ

た
ば
か
り
。
む
主
人
に
一
吉
わ
せ
れ
ば
、
た

ま
の
日
標
ぐ
ら
い
ゆ
っ
ぐ
幻
体
ま
せ
ろ
、

と
い
う
わ
け
か
。

む
ら
ん
の
よ
吉
に
興
さ
ん
が
た
、
烈
ん

だ
担
、
は
ね
た
D
、
力
ん
た
わ
J
O

C
Cア
只
ト
大
企
は
、
い
ま
企
底
的
応

能
お
ヲ
l
q
h
u一
連
績
が
叫
ば
れ

τい
る
と
己

ろ
か
ら
、
教
委
答
暴
で
、
華
麗
を

対
象
に
金
時
国

k~も
の
@

E
宇
部
半
の

大
会
は
中
原
小
会
場
で
終
わ
D、
軟
に
ま

た
害
地
反
を
必
聞
出
し
て
行
な
わ
れ
る
。

「
自
に
同
友
持
ち
ま
し
た
。
結
構
や
れ
る

も
の
で
す
芹
」
あ
る
奥
さ
ん
か
言
っ
て
い

た。

iiiliii i!liijijj;!!ii 
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ス
テ
レ
オ
コ
ジ
サ

醗
幽
舎
な
ど
の
催
し
竜
汀
な
っ

一
。
お
気
軽
に
お
出
か
げ
V
E
・6

m
抽
出
川
臨
一
ム
曜
ヌ
テ
レ
オ
コ
ン
サ

立
懇
岬

I
ト・

7
6け
げ
日
川
崎

山

嵐

山

よ

J
I
y
yン
タ
イ
ム
d

崎
士
山
枯
捕
、
パ

y
の
す
心
下
ほ

刷
物
川
か
。

叩
山
憧
四
ヤ
7
月
会
臼
U
H
時
/
ジ
ヨ

山
一
例
肌
ス
点
、

1
8
{

ム
ゲ
イ
ツ
チ
交
薮

叩
湾
問
邸
玄
耳
曲
、
士
一
番
ム
一
フ
ヅ

ィ
ジ
ス
キ
1
レ
ニ
ジ
グ
ヨ
ー
ド
交
一
部

長
国

盟
国
曜
暁
画
全
B

マ
6
月
間
品
日
H
時

バ
」
ど
も
後
同
大
会
H

渇
闘
ほ
か
。

マ
7
月
刊
同
日
H
持
η

文
必
腕
開
会
M

山
と
瓶
の
訣
部

市
教
官
委
員
企
部
宵
諌
で
は
、
体
時
ま
で
。
巡
一
泊
す
る
も
の
.

設
ど
り
推
進
と
レ
ク
η
J
エ
1
シ
ョ

φ
巡
回
τ

申
し
込
み
期
一
討
は
第
一
期
が
六

yの
普
及
砂
む
さ
し
て
各
種
の
体
育
陣
溺
山
下
フ
ォ
ー
ク
H

タ
ン
ス
、
月
一
一
一
ー
十
え
第
二
惑
が
七
月
一
一
十
臼

健
寮
」
ぜ
守
九
四
円
ι摘
さ
せ
吾
ス
ポ
l

V
ク
』
エ
1
シ
ョ
ジ
宇
奈
訴
と
じ
た
し
込
み
河
口
で
、
い
ず
れ
も
体
育
諌
で

y
に

ぜ

ひ

事

加

を

苧

侍

お

け

て

い

品

.

@
市
民
ス
ポ

i
y

与
p、
よ

み

れ

ソ

議

震

災

な

お

足

閣

は

一

品

数
笠
宮
・
戸
時
月

6
1
{
i
i
;
f

場
一
時
憶
か
ら
雪
辱

揮

ニ

・

揮

開

問

月

曜

&

主

w

'

間。

2
5

棄
し
い
λ

ボ

i
Y
2
2
?

律

背

鰭

が

無

制

定

用

部

副

+

八

時

〉

開
放
さ
内
市
民
百
戸
な
た
で
も
郊
も
自
で
巡
回
撃
を
開
く
a

湘
中
南
海
惇
八
歳

用
で
菩
令
卓
球
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
巡
回
は
、
欝
一
務
局
十
五
日
か
マ
笠
ハ
回
帰
へ
ハ
レ
1
ポ
ー
ル
大
会

パ
ド
ミ
シ
ト
ジ
な
ど
の
援
問
若
手
宅
用
い
っ
ぱ
い
、
第
一
類
九
月
七

(
6月
昔
話
九
時
f
+
轟
)

ス
ポ
1
Yは
E
Dろ
々
照
綴
や
フ
日
か
ら
為
月
二
十
六
日
1

墾
一
期
十
見
附
台
体
育
館

オ
ー
多
ン
ス
な
ど
の
披
露
も
量
一
月
五
日
か
ら
十
一
月
土
u
目
。
一
一
ヤ
あ
き
金
(
高
音
〈
臼
〉
九

さ
れ
る
.
時
間
は
卒
桂
一
一
時
か
ら
五
期
に
わ
け
、
辛
抱
抵
の
靖
明
卓
会
場
を
時
)
高
田
閉
山
!
大
磯
漉
倖

甘且

al平
山
監
議
開
B

ほ
ん
脅
く
の
箆
民
か
と
か
ら
散
乱
す
匂
ル
守
住
ム
闘
や

F

回
憩
い
の
潜
よ
し
玄
殺
じ
ま
れ
、
遊
台
風
の
あ
と
は
ひ
辛
九
河
口
付
近

泳
禁
止
金
宗
ほ
い
へ
朝
夕
の
散
の
汚
れ
は
盟
主

ycυqrtな
る
ほ

虫
に
1
釣
U
に
か
な
り
の
に
ど
乙
向
い

Z
1
ζ
れ
は
、
川
の
上
流
で
不
法
に

を
hmtup

山
で
し
ら
れ
な
む
み
か
、
浜
辺
L
一っち

し
か
じ
は
が
ら
、
乙
に
一
三
一
一
口
来
高
げ
ら
れ
る
た
め
v
k
み
ん
な
の
恕

の
諸
国
海
岸
一
帯
の
汚
れ
は
ひ
F〈
F

い
の
場
H
町
}
域
特
障
H

を
き
れ
い
に

雄
六
な
撃
ち
周
闘
の
汚
れ
で
不
愉
す
る
ず
お
む
つ
一
宮
の
C
と
を
守
つ
で

侠
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
5.

ぃrv弓

京
市
の
ボ
i
イ
ス
カ
ロ
ト
一
一
百
人
⑫
山
川
や
水
路
は
な
み
捨
て
揚
で
は
あ

ほ
、
審
量
一
項
目
聞
な
〈
年
間
を
逃
し
て

b
ま
せ
ん
匂

た
ゆ
み
な
く
恒
離
の
情
叩
仰
を
符
な
い
@
海
岸
で
の
レ
Y
ャ
ー
の
あ
ー
~
と

ま
心
、
船
閑
海
岸
堅
議
事
務
所
も
ピ
み
も
ら
っ
て
か
え
る
よ
う
に
。

l
J
T
ク
J
J
i
J
J
I
交
戦
っ
て
い
る
。
門
平
塚
市
売
出
珂
れ
則
完
結
五
印
刷
〕

そ
れ
ゼ
も
と
み
は
、
あ
と
か
ら
泊

3
1ス
一

憲

法

界

三

千

五

年

憲

章

冠

雪

告

楼

米

朝

庶

民

一

塁

深

沢

主

婦

一

聞

の

た

め

に

事
室
ゃ
ん
生
一
ア
音
量
寒
記
富
整
合
一
ぽ
だ
い
樹
の
米
誌
で

講
談
社
一
戦
捜
吉
本
の
保
守
政
治
内
局
鍵
三
空
手
教
富
市
凶

東
京
の
坂
横
関
長
二
貴
品
再
開
伎
の
品
習
志
万
柳
沢
文
誠
一
英
語
嘉
吉
自
己
静
援

社
会
思
想
社
一
郷
土
料
漣
と
時
の
庄
日
本
突
遜
公
社
一
ロ
シ
ア
語
九
刊
誌
上
一
ぶ
や
い
よ
う

お

る

一

門

口

一

五

舞

瀦

花

柳

丹

搭

一

都
市
開
発
研
究
会
一
井
上
八
千
代
町
出
弱
片
山
鹿
次
郎
一
メ
キ

νコ
の
美

間
知
総
一
茶
輯
滋
木
前
略
次
郎
一
絵
巻
駒
残
欠



該当

7，066 
人が受診、受診平:ぶ2SQbと、まだま

だの凶足だ。

結果、精岱銑笠を要した人は 125

人で、約 100人が通院または自宅で

墨書擦をしなければならない人世発見

した。次の日程にしたかつて、ぜひ

長診してくだとい。

また、帯生認では、予防注射を受

うな『予防注皇 ιの，C得

b、る。

盟関官っておこう芋/lJ'jj注射'(1)JC槽

@予防注射を受けるときは、前もっ

て予訪接種ごF候の内容をよく読む

密予筋注釘は、お子さんの体の状態

が良レ沼寺に受ける

窓医師にいろいろ栢談してみよう

⑥工告が患いよう以ら受け付けか、

渡部に時L社iる
@会場がこむので、主主種まは必ず重己

ぶしてきでほしい

ゴ為

民総

-?- 16日 金田公民館主主回公民館

グ 17臼土沢撲協 吉沢公民館

d- 18日 箇主主試験場 C静沈なしコ

グ 208 根事百潤罫話~.i!á 上アJE自主荘
会 場

-?- 21日 徳主霊祭会潟旭公民主宮

-?- 22日 間崎公民;f~8 帯持者公民館

-?- 23巨大神公民館田村宮町前

住宅〈落合主主子広町))

? 24臼横内世f，苦箆去i号神田公

E号館

~ 27日冥土公民館横内田治療

会場

d- 28日 !日沼之宮公民館八掘公

民館

~ 29臼中原公使館中I0.公民館

d- 30臼東中原公民館荷京公民

食官

タ 318 真?冨寺て馬入〉松宮:公民

態
8月 18 l'i~路大苧校内ぐ担直立なしコ

挙言電ど披

接種

輔時潤・午後1時30分から 3時まで

盟巡鹿田窓口臨め〉

6月15"8(月コ構内集会場仁田担0
-?- 168 (火〉松原公民館

# 17日 Eオ()戸罷公民書官

# 22日〈河〉花京会館

/)' 238 (')。見sf:J台工武道場

思腿翻臼程(2@]め〉

8月15日 C月〉冥土公民館

d' ，16臼 E火〉神田公民館

タ 178 (オ()I日四之宮公民鱈

ク 188 (木〉花水015:館

? 19日仁金〉富士見公民館

1-' 20日〈土〉須賀公民館

~ 2，2日〈月〉横内祭会協〈団地〉

ク 23臼(火〉松原公民館

。24臼 C水〉八幡公民館

d' 248 (月〉花京会館

d 30日 f火〉見s(J台武道場

臼瞳休診の1f};u患を救うため、平境

問主主師会は東海道線をおlこ交代器提

信江主を申し合わせている。

盟揮 1・館3日曜司は関側の区]佼

盟第2・第4日曜日は花現iの医院カ3
原則として診療に応ずることになっ

ている。 r原則であって都合により

変更もある。日髄臼はi¥;ぐまで休診

臼であ，)診療h主緊;_Z:，j聖者にsf!る」と

されている。

ンターへ

貸悲しょう料金表

打 : ; 掛 5、000""25、O舶
振抽 2、OOO""""lO、000
TてゴンZ2、000""""10、000
モーニング 800""" ，2、000
童文 瓶 2、000'"""5、000
留檎 L000""" 3、000



同
白

盟
国
間
曹
施
設
に
補
助
金

-
E
神
奈
川
県
で
は
、
本
年

・
リ
リ
度
m
b
中
小
金
持
に
従
事

守
る
勤
労
婦
人
の
労
働
環
境
者
轄
繍

し
、
問
地
語
晶
あ
濁
林
正
由
%
増
進
す

2~め

金
業
内
保
育
施
設
建
設
の
た
め
の
補

勧
金
交
付
制
度
を
設
け
た
ι

マ
利
用
資
措
・
県
内
に
惜
棄
の
資
本

金
五
平
方
向
以
下
従
業
員
一
忠
君
入
以

下
、
ま
た
葱
用
サ
ー
ビ
ス
業
に
つ
い

て
は
一
千
万
以
下
五
十
人
以
下
の
中

小
金
書

マ
補
助
・
①
樺
青
筋
認
建
設
費
の
補

勃
は
最
高
限
度
世
田
方
向
、
最
底
際
援

+
五
貯
m
円
の
範
囲
内
で
総
建
築
費
の

;;界最;;iii?とiihS5
jiiiiiEii訪問!??i

!!:i 
161，451人

40，568世帯

67・88km'
514'世帯。人口増 1，672人

市街地 74，712人 (19，648往帯J
大聖子 37，8却人(8，971 d" ) 

畳間 2，097人 C 743 '*' ) 
神田 13，572人(3，462 d> :) 
減島 2，286人 C 523 '*' ) 
凋崎あ589人 C 616 '*' ) 
金田 3，800人 C 951 '*' ) 

旭 11，403八(2，841 .{' ) 
土 沢 弘187人 C 827 '*' ) 
金目 7，865人(1，986 v ) 

(45. 5・1現在〉

む
の
日
、
午
前
九
時
、
資
自
駐
在

所
む
墾
『
官
郡
部
議
長
と
も
「
特

部
整
戒
」
と
醤
か
れ
た
続
車
交

「
今
日
は
妨
犯
点
検
討
」
の
チ
タ
ジ

を
持
っ
て
、
小
嶺
・
宮
苧
・
平
帯
寺

部
落
を
点
検
、

M
M

髄
は
一
か
所
で
は

危
険
で
す
。
補
助
鍵
も
つ
け
て
」
と

呼
び
か
け
た
。
二
一
日
間
で
ザ
品
目
九
十

四
の
金
需
}
帯
を
回
っ
た
が
、
一
一
戸
鮪
h
u

の
設
備
が
完
全
で
な
い
世
帯
が
、
百

観乗艦上げではないか

負拠調整諸種で影響は少ない

25Z言語空間暗唾~
震久護軍書 j-在五智麿

ii!?i i;iii 

九
十
世
帯
も
あ
り
、
己
れ
か
農
繁

期
に
入
D
、
家
を
あ
げ
る
こ
と
が
幸

ぐ
な
る
農
家
は
、
気
を
つ
け
て
ほ
し

む
国
聴
の
被
害

市
内
、
壇
上
初
耳
目
近

川
轄
と
り
で

の
捜
索
で
は
、
い
ま

蛙
取
hν
に
〈
る
こ
P
志
た
ち
に
回
ん

ぽ
由
併
設
さ
れ
函
っ
て
い
る
。
あ
た
た
か
い

植
文
子
ほ
か
り
由
殺
は
踏
ゑ
m

ζ

こ
ろ

さ
れ
る
や
抜
か
れ
た
白
で
、

C
れ
か

ゑ
夏
休
み
に
向
い
、
ま
寸
ま
す
心
埠
平
塚
市
善
意
銀
行

に
な
る
。
貌
む
し
さ
ん
は
む
出
窓
を
b

内
)
へ
寄
せ
ら
れ
危

1
1
1
!
l
i
l
l
-
告
レ
ま
す
。

;

マ

祭

器

自

習

レ

い

人

へ

γ湾
問

僚

で

特

別

主

一

千

肉

、

市

職

員

雇

忍

一

給
付
金
時
間
求
瞬
間
効
賂
直
イ
セ
一
万
一
一
千
百
円
、

一
山
口
平
八
一
千
円
(
加
自
由
)
、

福
祉
事
務
所
社
会
謀
は
、
戦
持
者
の
一
皇
陵
名
長
百
円
、
桃
浜
町
滝
恵
帝

父
母
や
雲
仙
ど
に
支
給
オ
る
特
別
給
付
一

ζ
ど
も
衣
類
、
八
輯
渡
辺
枇
ま

金
の
諸
法
手
続
き
を
奉
鉾
ま
せ
て
い
一
八
幡
無
才
霊
平
衣
類
、
虹
ケ
将
一

な
い
人
に
1

早
め
に
手
掛
寺
管
ず
る
よ
一
歌
山
行
衣
類
そ
の
曲
、
竜
掛
ケ
シ
丘
荒

ぅ
時
び
か
け
て
い
る
。
一
勝
一
衣
類
、
宝
飯
焔
江
伸
子
一
告

と
れ
は
、
巴
の
七
月
十
一
一
一
日
在
一
も
っ
一
形

て
請
求
時
効
と
な
る
た
め
で
、
次
白
人
一
マ
社
会
福
祉
の
た
め
に
・
議
訪
町
w

が

対

象

。

一

幹

仲

町

三

万

円

1

市
民
税
課
一
一
間
千

円
戦
弾
事
の
父
母
の
場
合
}
・
昭
和
十
一
七
十
一
円
i

市
職
員
山
口
七
部
一

二
年
も
月
古
訂
以
後
、
公
務
上
負
慌
し
一
円
(
げ
回
め
)
、
小
田
原
市
門
炉

ま
た
は
疾
病
に
か
か
白
、
乙
れ
に
よ
D
一
次
二
千
二
百
九
十
円

号
、
ヒ
主
的
父
母
か
要
母
で
一
緊
一
耳
障
障
害
者
へ
会
最
前
一
女
性
一

四
十
二
時
四
月
一
日
現
在
次
の
給
柑
を
一
平
内

(
5回
め
〉
、
四
之
宮
真
島

受
け
て
い
る
人
。
ま
た
暗
号
る
資
格
の
一

y
一
万
円
、
愛
の
母
子
像
よ
白
一

あ
る
人
一
三
戦
持
者
自
死
亡
の
当
時
ほ
か

F

一
九
百
一
件

(
8邸
め
)
、
中
山
原
稿

伝
子
も
訴
も
い
な
か
っ
た
K
八
。
ヌ
ム
務
一
生
一
千
円
(
時
留
め
)

扶
助
制
マ
遺
族
年
金
円
V

遺
族
付
一
金
マ
旧
一
円
V

身
障
障
密
着
施
設
へ
・
福
税
率
務

令
共
掛
殉
職
年
金
マ
各
省
共
辞
殉
職
年
一
長
雑
誌
多
数
、
豊
康
前
平
塚
紫
苑

金

一

関

幼

韓

関

一

一

千

五

百

円

【
戦
担
者
の
警
の
場
長
〕
・
昭
和
十
一
一
一
円
V

在
宅
精
樽
児
生
活
訊
輯
会
へ
・
妙

年
七
月
一
七
島
後
の
け
が
か
病
気
官
、
一
霊
議
室
長
官
一
千
円

昭
和
一
一
一
十
八
年
四
月
一
日
当
時
第
七
項
一
マ
老
人
ホ
ー
ム
へ
・
黒
部
丘
前
名
一

症
以
上
め
鶴
病
患
給
や
燈
曹
牟
金
を
長
一
人
一
千
円
主
砲
め
〉

け
て
い
た
紙
震
者
の
護
で
あ
っ
て
日
一
マ
窓
ま
れ
な
い

ζ
5へ
・
聴
事
船

主

の

国

籍

が

あ

る

人

勺

一

康

之

一

方

向

、
な
お
、
忍
霊
以
上
の
妥
の
一
安
辰
一
マ
市
民
病
院
小
児
泌
へ
・
大
磯
町
必

昭
和
爵
十
四
年
六
月
三
十
日
で
時
効
じ
一
寺
玄
一
万
円

な
っ
て
お
h
u、
今
回
は
索
出
、
第
七
頃
一
マ
四
番
胃
小
学
校
へ
・
匿
名
主
千
円

症
の
実
か
対
設
で
あ
品
、
一

hv花
水
小
学
校
へ
・
援
老
五
千
円
，

いる。

百誌が没すると 2人の子窓一

俳号閑美、文契ーが亡父の句集

を刊行した。三巴紙本49了の立派

なもので市11日差曜の題字、齢フR
主主一筆の百億肖像、春木南拐の

菊¢盤、娃聴の序、松年員約践

という見事な一本で ri童労聾J
と題している。

問主宰によると百亀の主主遊の広

かったことがLのばれる。援本

屋市、建吉強制話、飯尾掲犠 回

111鴬笈、

呉竹亭叙来、

一路観主主演など、

相撲閣の著名俳人が一斉に名を

つらねている。

百亀のJ章句をJ富芳築その1他11・
"'拾って紹介してみよう.

鴬の春やひさしきiU妓坂

月もはやitよy):;への畿なD
も石こしが原果てしなの余寒哉

踊織や手試しぼる河の前

主主遺火に門先ふさぐ蝉かな

八朔や先ず覚すべき雨降ul
なぴ〈よ D招〈風情を女郎才古

望月やゆられながらに暗矯

初各や穫き人の門おく台

唐主主ぴて淋し〈なDし欄火哉

グ霜や土器わ白し草ぬうへ

電EE官翻摘額認( 170 

i 花島亭百議
i 高澱模警

:: 先臼南金自の主主信寺へ花喜重亭

百亀の墓を調べに行ったら飽の

..翠碑といっしょに積みあげられ

..ていて輔惨な感じがし士こ。花昌

..亭百亀立南金目掲之内の名流諜

..家の5代ほど前応大風減人で名

目在文右衛司といい宏道流¢主E花
:1の奥義を極めたkf:Nゆでな〈鴎

::立庵0:;葛三(1762-1818コに就
;: いで俳識を学ぴ俳花ー昧の境に
ii H遊んだ人である。
li かれま安是 7年 (776)内申
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融
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で
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ど
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平揮市開企習が生んだ寄俳人蒋盛事事態の濁豊臣

C時害警揮紙演劇、商務、棚、理輔、マツサ

C労力噴誌施設畢位、せん?とぐ、議縫など

専務託，現金、司書典、京総』品、閥、ラジ庁、テレ

O特別閉買医施設のこども、老人の招待な♂
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